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CONTENTS 教育内容

科学技術イノベーション
政策概論

公的機関からの
イノベーション創出

科学技術イノベーション
政策立案演習

「科学技術イノベーション政策・経営人材養成短期プログラム」を
構成する3つの授業科目

世界的に大きな転換期を迎えている

科学技術イノベーション政策の最新

動向を紹介するとともに、それらを理

解し実務に活かすために必要な基

礎的な理論を学びます。

大学等の研究成果を事業化し、社会

課題解決につなぐ支援方策につい

て理論と事例から学ぶとともに、支

援政策のビジネスモデル開発演習を

行います。

フォーサイトによるビジョン形成やロ

ジックモデルを用いた評価など、エ

ビデンスに基づく政策形成とその効

果測定に必要な手法を演習形式で

学びます。

科学技術イノベーション政策の理論

日本の科学技術基本計画

海外における科学技術イノベーション政策

科学技術の社会的ガバナンス

科学技術と安全保障・外交

分野別の政策及び研究動向

技術シーズの形成と移転

起業促進、VC、アクセラレータ

エビデンスに基づく
科学技術イノベーション政策立案概論

フォーサイト演習
オープンイノベーション

ソーシャルイノベーション

ビジネスモデル開発の理論と演習
事業化支援戦略の立案 など

科学政策、産業・イノベーション政策、
デマンドサイド政策 など

ホライズンスキャン法、シナリオ分析法、
バックキャスト法 など

評価演習
評価のデザインと方法、ロジックモデル など

科学技術イノベーション政策の現状、イノベーション創出の

支援方策、政策形成や評価などのエビデンスに基づく意思

決定の方法についての理解を得る。

期待される学修成果

1 イノベーションを実現するための主たる要因を踏まえた政

策形成を行うことができるようになる。

2

現在の国内外の政策課題を踏まえて、各自の環境における

政策形成を行うことができるようになる。

3 政策形成や評価のツールを用いて、自ら政策形成や政策の

有効性を検討することができるようになる。
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